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フォーチュン 100 に名を連ねる投資銀行 + インターシステムズ 

 

フォーチュン 100 に名を連ねる投資銀行に

導入されたインターシステムズの 
データ プラットフォーム 
• この顧客管理アプリケーションは、最終顧客の資産に関するアドホック 
クエリへの対応が必要である。 

• この顧客管理アプリケーションは、コンプライアンスを遵守して取引が

行われたことを示す履歴管理をレポートする機能が求められる。 

• この顧客管理アプリケーションには、動的な拡張性、および秒単位では

なくミリ秒単位のクエリ応答性が求めらる。 

• 基盤データベースは、膨大な量の全社取引データ (テラバイト) の処理

能力が要求される。 

• 基盤システムには、増大しつづけるデータの速度、多様性、容量の増

加に対応する拡張性が必要。 

• システムのインフラストラクチャ コストを低減する必要がある。 

技術的な課題 

この投資銀行のデータは Hadoop データ レイクに蓄積され、このアー

キテクチャには次のような制約がありました。 

• データ レイクは基本的な履歴分析には十分対応できたものの、現在

のデータ ストリームをリアルタイムに分析することはできない。 

• パフォーマンスは辛うじて許容できるレベルでありが、スケールアウトす

るにも制約があった。 

• このアプリケーションは、データ ドリル ダウンして分析をレポートする

ことができない (Hive は単純な SQL クエリのみに対応し、ＪＯＩＮがで

きなかった)。 

• このアプリケーションは、高度化する分析のニーズに対応できていない。

概要 
 
顧客 

フォーチュン 100 に名を連ねる 
投資銀行 
 
課題 

大手投資銀行 (年間収益  
392 億ドル) の開発マネージャは、

右記の要件を満たすソリューション

を必要としていました。 
 
結果 

インターシステムズのデータ  
プラットフォームを導入して、 
業務および技術部門における 
課題を解決しました。 
 



 

 

インターシステムズ データ プラットフォーム 

• HDFS (Hadoop Distributed File System) をデータ プラットフォームと

統合することで、現在の取引にテラバイト規模の履歴データを統合する

ことができた。 

• データ プラットフォームの永続ストアおよびキャッシュ データ層によっ

て、さまざまな業務のニーズに対応できるアーキテクチャを構築。単一

の参照アーキテクチャを構築することで、ユーザー定義のアドホック ク
エリに、高いパフォーマンスで対応できるようなった。 

• インターシステムズのデータ プラットフォームは、SLA (Service Level 
Agreement) を満たして、すべてのアプリケーションで複雑な SQL ク
エリが使用可能。 

• 金融サービス向けインターシステムズ データ プラットフォームは、シェ

アード ナッシングとシェアード エブリシングの両方を組み合わせたユ

ニークなアーキテクチャで、大規模データに対して必要なパフォーマン

スを発揮できる、金融市場における唯一の選択肢であることが証明さ

れた。 

• 専用ハードウェアを必要としない、クラウドに適したアーキテクチャを備

えることで、コスト削減の要求を満たしている。このアプリケーションは、

一般に市販されているハードウェアを使って動作 (および拡張) するよ

うに構成できた。
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インターシステムズ データ プラットフォームの機能とメリット 

機能 利点 

マルチモデルに対応 単一のデータ プラットフォームで、あらゆるデータ タイプを

扱うことが可能。複数のデータ モデルに対応するためのポ

イント ソリューションが不要になることから、所有コストが低

減される。 

ANSI SQL に完全対応 レガシー アプリケーションからの移植時にクエリを書き直す

必要がない。 

シェアード エブリシングにより、あらゆるデー

タ タイプで内部結合、外部結合、クロス結合

を使用できる唯一のテクノロジ 

標準 SQL により、単純な分析と複雑な分析の両方に対応

可能。 

データの複製やブロードキャストを必要とせ

ずに、データを常に最新かつ正確に維持 
サーバーのメモリやストレージのフットプリントを節減するとと

もに、ネットワーク トラフィックを最小限に抑える。 

安定したパフォーマンス どのようなデータがクエリされるか、どのようなデータが

キャッシュされるかに関係なく、安定したパフォーマンスを維

持する。 

マルチワークロードへの対応 将来を見越した投資が可能。このデータ プラットフォーム

は、将来のビジネス要件にも対応できえる。 

垂直方向、水平方向のどちらにも拡張可能 垂直および水平方向の拡張が必要になった場合でも、高価

なハードウェア投資が不要。 

政府レベルのセキュリティ、コモン クライテリ

ア 3 (CC3) 認証を取得 
低リスクで安全な運用が可能。 

シンプルなインストールとサポート 迅速な導入が可能であり、市場投入までの期間を短縮す

る。 

 

 

インターシステムズ データ プラットフォームの詳細やデモの予約につい

ては、弊社までお問い合わせください。 

https://www.intersystems.com/jp/industries/business/financial-
services/ 
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大切なことを、支える力に。 
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